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北海道天塩川中流域のオジロワシの繁殖状況と繁殖期の食物資源について

杉山弘＊･斉藤満

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステーション中川研究林

〒098-250ｌ北海道中川郡音威子府村字音威子府

はじめに

オジロワシ雄施e6,αﾉｓａ伽1ロノMA?の繁殖地として，日本では北海道北部や東部等での繁殖が

確認されている.北海道内におけるオジロワシの繁殖状況や繁殖期における食物盗源につい

ての報告は､海岸や湖等の沿岸城の営巣地では森(1980)、白木(1997)がある.これによると

オジロワシは毎年,あるいは隔年でｌ～2羽のヒナを巣立たせている.河川沿岸を含む内陸部

での繁殖1f例として,川辺ほか(199.1)，１１本ﾘ1鵬の会十勝支部(1983)の十勝地方での柵Ｉｆ

があるものの,繁殖期の食物資源についてはふれられていない.河川沿岸を含む内陸部にお

けるオジロワシについては確認されている繁殖個体数が少ないこともあり,その営巣および常

巣環境等の研究があまり進んでおらず,末解明な部分が多い．

奥田(2002)は河川沿岸内陸部におけるオジロワシ営巣地の１つとして，天塩川I'.'流域での

繁殖事例を紹介している.天塩川I|:I流域では道路建設計'1Wや河川改修,河川公|州造成など

の開発計画があり､周辺に生息するオジロワシの生息環境の保全が危急の課題となっている．

特に北海道大学北方生物圏フィールド科学センター森林間ステーション中川研究林(以下中

川研究林)を通過する｢11ﾐ|道4()号宵威子府バイパス｣については,計画路線(環境影響評価

中)付近にオジロワシの営巣地があり,その生態調査が進められている.環境影響評価に関す

る調査でも猟禽類調究は行なわれているが,営巣地の確認と繁殖状況,淵杏,行動間の把握に

とどまっている.環境影響評価手続きは,2002年11月現在評価書の作成段階にあり，数年後

には環境改変が開始される可能性がある．

本研究は,天塩川中流域のオジロワシ営巣個体の保全を賎終的な目標とし,営巣個体の繁

殖状況および繁殖期の食物資源を明らかにすることをＨ的としている.本.研究は未だ-|-分な

,凋査期間が経過していないが，当地の開発計画に対する保全策を検討するための堆礎資料
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として,現在までの調査成果と現時点で考えられる当地の繁殖個体および営巣環境の保全策

を提言するものである．

なお,この研究は(株)ドーコンからの｢国道40号音威子府バイパス中川研究林における環境

影響調査｣委任経理金と,北海道大学中川研究林治山推進協議会(北海道上川支庁,中川

町,中川研究林)からの資材.提供を受けた.また,国土交通省北海道開局旭川開発建設部の

協力を得ている．

調査地および調査方法

調査地は,天塩川中流部に位置する中川町と音威子府(おといねっぷ)村にまたがる地域で

ある.天塩川は音威子府村発足(はったり)から中川町神路(かみじ)にかけ約15kmに渡って

通称｢音威子府渓谷｣と呼ばれる狭総な谷地形の中を流れている.内陸部に位置するため付

近に大きな湖沼はないが,河川改修によって天塩川を直線化したときに生じた河跡湖が点在

する.調査地には中川研究林があり,その自然環境は次の通りである.標高は海抜20～716ｍ

で,年平均気温4.9℃,最低気温-33.0℃,積雪深は平地で最高222ｃｍ(1999年音威子府村）

の多雪寒冷地帯である.森林は植物地理学上,汎針広混交林帯に屈し，自生する植物はお

よそ85科265属448種,うち高木は40種,低木･つる性植物は52種確認されている.単子葉植

物のカタクリary的”"ﾉl"刀ノセIpoﾉ””,温帯‘性樹種のキタコブシノW均g77oﾉ胸α刃ecocX"ｍａ

６ａ石a〃igbカツラＣゼノ℃ﾉﾛＩｉＤﾉiy"t"万"o"/b”は調査地周辺が自生の北限である.魚類は中野ほ

か(1995)による調査で６目８科21種が確認されている.おもなものではサケ科のサクラマス

Ｏﾉ7ocaか"c伽s”soUmasoU,コイ科ウグイ属のウグイ刀必o/bdb〃力ako"e"”エゾウグイ７：

ezoなどである.また,天塩川には中川町と美深町に北海道さけますふ化場天塩支場があり，

夏から秋にかけてサケ科魚類が豊富に遡上する.鳥類は１５目38科144種が確認されている

(中川研究林未発表)．そのうちワシタカ類は15種確認されており,オジロワシのほかにクマタ

カコロノ”e“〃jiDa/b"錨やノスリβﾋﾉzeo釦zeo,ミサゴ冷"qIibﾉ7妬施e“,ハイタカノlcc1ｳﾋ攻eﾉ・

砿妬の繁殖が確認されている．

当地で確認されているオジロワシの営巣地は２か所であるが,本研究で述べる繁殖状況と繁

殖期の食物資源,およびビデオカメラによる録画調査を行なったのはそのうちｌか所である．

調査は,天塩川をはさんだ対岸からの目視観察(8倍の双眼鏡,２０～45倍のフィールドスコー

プ使用)を1997年から2001年まで行なった.この観察は営巣準備や抱卵,ふ化,巣立ちの各

時期に３～7日程度の調査を行なった.各時期は以下のように定義している.営巣準備は巣材
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(枝葉)の搬入をもって営巣初日とした.抱卵は，目視調査地点から直接卵を確認することがで

きなかったので,つがいのどちらかがほとんど巣にいて,座る場所が一定であり,腹の下をのぞ

きこむ行為がみられ,かつ交代のために巣をあける時間が５分以内である状況をもって抱卵と

した.ヒナヘの給餌が確認された日をふ化日とし,巣立ちは,ヒナが巣より高いもしくは低い位

置にある枝にとまるようになった段階とした．

ビデオカメラによる録画観察は1997年と2001年に行なった．1997年は約300ｍ離れた対岸か

ら巣全体を撮影した.対岸の北海道有林内にテントを張り,フィールドスコープにビデオカメラ

(SONYCCD-TR2)を取り付け,テント内に設置したタイムラプス･ビデオデッキ(ViclorBR-

S920)に映像を録画した.撮影は,７月１日～８月１５日のべ43日間,午前４時から午後７時まで

15時間行ない,総撮影時間は500時間34分37秒である．

2001年は近距離から巣内の録画観察を実施した.巣木から斜距離で60ｍ離れた,地上から

オジロワシの巣内をみることのできる場所に,一眼レフカメラ･レンズ(200mm換算)に小型CCD

カメラ(ELMOSV2010)を取り付けたものを設置した.映像送信と電源を供給する同軸ケーブ

ルは,動物による食害を防ぐためにプラスチック･フレキシブル管の中に入れ,CCDカメラから

尾根越しで200ｍ離れた観測小屋まで引いた.小屋には小型風力発電機と,太陽電池をもち

いた電源設備があり,映像をタイムラプス･ビデオデッキ(VictorBR-S920)に録画した.機材設

営による人為的影響を与えないために,ふ化直後に巣に近づくことは避け,育雛が安定する５

月25日にカメラを取り付けた.そして,太陽電池によるバッテリーの満充猫を待ち,ふ化後約３０

日にあたる５月29日から録画観察をはじめた.その後,録画観察で巣立ちビナの姿が観察で

きなくなった８月４日までのべ26日間行なった.録画観察時間は早朝の霧を避けるため午前

6時から開始し,薄暮により映像が不鮮明になる前の午後６時までとした.ただし,天気が悪く

電源が安定しない場合は録画できなかった.総録画時間数は157時間57分33秒であり,終日

(12時間)録画できたのは６日間のみである．

結果および考察

1.繁殖状況

1997年から2001年までの目視観察とビデオ観察から繁殖状況を表ｌに示した.1997年から

の観察では,隔年でふ化に成功し,それぞれ１羽が巣立った.2001年は２羽の巣立ちを確認

した．白木(1997)によると,食物条件が安定していると考えられる知床半島では,繁殖しない

あるいは繁殖失敗の割合が低いとしているが，当地では隔年でしか,繁殖に成功しなかった．



表１．オジロワシの繁殖状況

Table１．ThebreedingstatusofapairofWhite-tailedSeaEagleontheTeshioRiv“Hokkaido,Japan．
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表２.オジロワシ繁殖期の食物

Table2.PreyitemsofWhite-tailedSeaEagleontheTeshioRivepHokkaido,Japan．

２
１
３２

Bird(烏）

Mammals(１１術乳類）

Unknown(不明）

ﾂ９７ＺＵＯ１・IＣ

154

＊:比率計算の際に不明を除外した
＊:UnknownitemswereexcIudedfromtheratiocalculation．

129

TI･肋ＯＩＯ㎡ＯＩＩ(ウグイ鵬）

O7mssiIfs(フナ属）

CyPI･〃川s(コイ属）
０m"ｍｍｇｉＩｓ（カムルチー）

Ａ雄ncjI肥r“(アオサギ）

ｊ価
⑥
㈹
㈹
２
②
１
の
皿

100.07３

４
２
７３

毎年の繁殖のサイクルにずれが生じるのは春先の気温が関係していると推察されたので,気

象データをもとに検討してみた.なお，1997年は３月29日に今まで使用していた巣が崩壊した

ため,４月になってから新たな巣をつくり再度繁殖を行なったことから,今回の比較検討から除

外した.高木ほか(2001)の気象データをもとに,1998年から2001年までの１月から４月の日平

均気温の変化を図ｌに示した．日平均気温が０℃を越えた日に注目してみると，1998年は日

平均気温が０℃を越えた日から５日後に営巣準備が始まり，1999年は７日後,2000年は１１日

後,2001年は３日後に始まった.さらに,気温が０℃を越え,かつ平均気温が稀に低下するこ

とはあってもおおよそ上昇で推移していく変わり目となる日に注目すると,1998年は変わり目と

なった日から７日後に抱卵に入り,2000年は６日後に,2001年は７日後に入った.このように

春先の気温が繁殖開始時期に影響をおよぼしているようだったが,調査年数が少ないので，

今後の継続調査でさらに検証を深めていきたい．

2.2
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2.繁殖期における食物資源

1997年と,2001年のビデオ録画観察をもとに,当地で繁殖しているオジロワシの食物を表２

に示した.最も多かったのは魚類で,不明の食物を除くと,全体の約93.5％を占めていた.森

(1980)によると,知床半島の沿岸付近で繁殖するオジロワシがヒナに与える食物の種類は海

鳥類が多かった.河口から約70kmの内陸に位置する当地の食性は海岸部とは明らかに異

なっていた．

魚類の内訳については,1997年の調査では遠距離撮影であったことから種の判別はできな

かったが,2001年の調査では近距離からの撮影によって種が判別できるようになった.最も多

かったのは,ウグイ属(エゾウグイ５，ヤチウグイＲｹロx"7uspe/℃"【"YAS”c/ha"ゼノ7sﾉぷ６，種不明

34)である.中野ほか(1995)がまとめた当地の魚類生息分布によると,オジロワシの食物となっ

たウグイ属の多くは天塩川流域に広く生息しているため,食物捕獲場所を特定することは困難

である.一方,種が確認できたフナ属(ギンブナＱ"'aaRjtA零7z)eﾉﾂりん/zgsdb"75,種不明ｌ)は，

一般に湖沼に生息するとされていることから,天塩川を直線化したときに生じた旧河川の河跡

湖が捕獲場所の一部であると推察された．

また,湖沼の魚類が多く運ばれてきたのは６月第１週までであった.中川研究林(未発表)に

よる調査地内にある天塩川支流の琴平川,頓別坊川,加藤の沢における2001年の水深の推

移を図２に示した.雪解けの増水が減り水深に大きな減少がみられなくなるのは５月下旬から
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3.天塩川中流域におけるオジロワシ営巣個体と営巣環境の保全

天塩川中流域におけるオジロワシの営巣個体と営巣環境を保全しながら道路建設等の工事

計画を進める上で,現時点までの調査結果から考慮した方がよいと思われることを述べる．

天塩川中流域におけるオジロワシの繁殖開始時期は,森(1980)，白木(1997)らによる海岸

や湖畔で繁殖するオジロワシより約半月からｌか月ほど遅いようだった.このことをふまえて道

路建設工事等における予備調査時期や,工期等について計画するべきであろう．

また,繁殖期における食物資源について，白木(1999)によると海岸地域で繁殖するオジロワ

シの食物資源は,人為的な活動(漁業)によるものが多いと報告されているが,天塩川中流域

で営巣するオジロワシは繁殖期の食物について人間活動に依存していないことが考えられ

た.ただし,採食場所の多くは不明であり,今後の調査が必要である.一方，目視調査からオ

ジロワシは,天塩川河畔に生育しているヤナギ類やハンノキ類に留まり,川面に浮上してくる魚

を待って捕ることが多く観察された.このことから,オジロワシの営巣環境保全のためには,河

畔にオジロワシの大きな体を支えるとまり木となる大径木が必要であり,オジロワシの営巣活動

を継続させるために安易な河畔林の伐採は避けるべきだと考える．また,河跡湖に生息する魚

類が食物として利用されていたことから,河跡湖は極力このまま保全するべきだと考える．

＝議州撫鯛Rive『，
一一加藤の沢〈KatORiver)… …卜……

｜'，
…川……
ｌｌ
ｌｌ
．’

６月初旬以降であり,湖沼の魚が利用されていた時期とほぼ同じであった.このことより,６月初

旬までは融雪時の増水により,天塩川本流や支流河口部での食物の捕穫が困難であったた

め,水流や水面が安定している湖沼の魚が利用されたのだと考えられた．
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日本各地で自然環境に対し,開発行為など様々な人間活動がくり広げられている.そこに生

息する生物を保全するためには生態情報が不可欠となる.本研究では内陸性オジロワシという

情報に乏しい地域の個体を対象として調査を行ない,数年間という脆弱なデータから考えられ

る対象個体および営巣環境の保全について提言を行なった.人間活動は生態情報の蓄積を

待たずに行なわれることが多いので,生態情報の蓄積は重要であり,そこから導き出される

様々な保全策が求められることであろう.本研究の対象地においても,今後得られる調査結果

に基づき,より詳細な保全対策の検討を行なっていく必要がある．

要約

道路建設を含む開発計画が進んでいる北海道天塩川中流域でオジロワシの繁殖状況を調査した.繁

殖時期は北海道の海岸,湖沼よりも約半月からｌか月ほど遅かった.また,春先の気温上昇の時期がオ

ジロワシの繁殖開始時期に影響をおよぼしていることが示唆された．

食物は魚が多く,価がわかったものはウグイ属７秘o/bdbﾉ7とフナ属α”５石7t』ざ,カムルチー“&､"ａ

〃gws,コイ属α/訂Ｓｍ蝋血sであった.６月上旬までは河跡湖に生息する魚種が多く捕獲される傾向があり，

天塩川支流の水深の推移から,この時期までは春先の雪解け水による増水期にあたり,河川での採食が

困難であるために,河跡湖に生息する魚価が多いのだと考えられた．

天塩川中流域におけるオジロワシ営巣個体と営巣環境の保全を考える上で考慮しなければならないこと

は,繁殖時期が他地域と異なることから調査や工事の時期を配慮すべきであること,採食の際にとまる河

畔林の保全,増水期に重要な採食地になっていると考えられる河跡湖の保全があげられる．
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Thebreedingstatusandfbodresourcesduringthebreedingseasonofapairof

White-tailedSeaEaglebreedinginthemiddlereachesofTeshioriver,Hokkaidojapan

HiroshiSugiyama＆MitsuruSaito

NilkagawaExperimGntalFoI℃storForestResearchStation，FieldScienceCenteribrNo1･themBiosphere，

ｌ･IokkaidoUniversity,Otoineppu,HokkaidoO98-2501Japan

Thebreedingecologyol､apairofWhite-tailedSeaEagleノヵ妨ｅａ“ａ必/どﾉﾘﾂhwasstudiedin

themiddlebasinofTeshioRiver,Hokkaido,Japanfbrwhichthereisadevelopmentplan．

Thebreedingscheduleofthepairwaｓｈａｌｆｔｏｏｎｅｍｏｎｔｈｌａｔｅｒｔｈａｎｏｔｈｅｒａreasor

l-lokkaido・ＴｈｅｓｔａｒｔｏＩ､ｂｒｅｅｄｉｎｇｓｅｅｍｅｄｔｏｂｅrelatedtothespringtemperaturebecause

nestbuildingstarted5tolOｄａｙｓａｎｅｒｔｈｅｄａｙｗｈｅｎｔｈｅｍｅａｎｄａｉｌytemperatureroseabove

OoC・

TheiboditemsweremainlyIish（93.5%）includingmboﾉbdb"，Ｃﾉｳa”ａａﾉ1ｇｕｓｌａｎｄ

ａ掴ss/tﾉaUntilearlyJune,theeaglesbroughtpond-dwelingiishessuchasa侭as池s,more

Irequenlly・Duringthisperiod，ｔｈｅｅａｇｌｅｓｍａｙｈａｖｅｄｉ筋cultyinibragingintheriverbecausG

o「thehighwaterlevelortherivercausedbysnowmelting,andtheeagIesseemedtolbrage

inpondsmorelrequently・

TopreservetheWhite-taiIedEagleinthisarea，itisimportanttoconservethepondsand

riverbasinfbreststhatareusedIbrperchingwhenIbraging．
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